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標識放流魚の再捕結果からみたキンメダイの移動

田中種雄・清水利厚・仲村文夫

はじめに

房総半島南西岸域，三浦半島南岸域および伊豆半島

東岸域に分布するキンメダイについては1957年(昭和32

年)頃より標識放流が繰り返し実施されている。その

結果，標識魚は放流後数年間は沿岸域に滞留し，その

後次第に南方沖合へ向けて移動していくことが報告さ

れている。 しかし，本県のキンメダイの主な漁場で

ある勝i街中の安房堆，通称「キンメ場jや九十九里沖

の片貝海底谷，遇税;rミゾ場j周辺のキンメダイにつ

いては標識放流例が少なく，それらの移動については

十分解明されていない。

筆者らの一人，仲村は指導普及事業の一環として，

1984年 2-3月に小湊漁業協同組合青年部み勝浦i中

において，また， 1984年11月には鋸南町勝山漁業協同

組合小型船主会が布良沖において実施したキンメダ

イの標識放流に携わった。さらに，本県では平成 2年

(1990)皮から国の補助を受けて，キンメダイを対象に

した広域資源培養管理推進事業に取り組み，その中で，

1990年 7月に勝浦i中において千葉県沿岸小型漁船i告業
協同組合の協力(延57隻， 302人)を得て，キンメダイ

の標識放流を実施した。これら標識放流魚の再捕情報

から，千葉県沿岸に生息するキンメダイの移動につい

て新たな知見が得られたのでここに報告する。

本文に先立ち，勝浦i中での標識放流に携わられた小

湊漁協青年部および沿岸小型漁協の諸氏，また，布良

i中での標識放流を実施した勝.山漁協小型船主会の諸氏

に対し謝意を表します。さらに，紀南礁，青タ島での

貴重な標識キンメダイの再捕報告を頂いた第23寓吉丸，

第7金比羅丸乗組員の方々，当水産試験場への報告取

り次ぎの労をお取りくださった，静岡県水産試験場伊

豆分場津久井文夫氏に厚〈御礼申し上げます。

標識放流の概要(表 1，図 1) 

1. 1984年勝浦沖放流群

1984年 2月10日一 3月26日の間で8回，勝i甫i中「キ

ンメ場」において，キンメダイを釣獲し，船上で直ち

にダート型様識を魚体背部に装着し，体長を測定した

後その場へ放流した。放流尾数は， 252尾，放流時尾

叉長20-32cm(平均25.1四)であった。

表 1 標識放流の概要

① 1984年勝浦i中放流群
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② 1987年布良i中放流群

放流年月日 11987年11月20日

放流場所!布良i中「富出し」

放 流尾 数 11，000尾

放流サイズ|尾叉長17-28cm(平均21.1cm) 

標 識種 類 1黄色アンカータグ製作佃)，チカ 1-1∞o

③ 1990年勝浦沖放流群

放流年月日 11990年7月 1日一 7月21日 (6回)

放流場所|勝浦沖「キンメ場」

放流尾数 ¥1，323尾

放流サイズ|尾叉長13-35cm (平均24.9cm)

標識種類|黄色7ンカーチュープ塑(5四).CBlω~卿
CB2一匹目-734

本吉正勝 (1986)キンメダイの標識放流について.第32回千葉県水産業青壮年婦人活動実績発表大会資料，

55-62. 

今井正雄(1989)キンメダイ標識放流について.第35四千葉県水産業青壮年婦人活動実績発表大会資料. 8 
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図 1 各放流群の放流位霞と放流時尾叉長組成

①; 1984年勝浦沖放流群，②;1987年布良沖放流群，③;1990年勝浦沖放流群

2. 1987年布良沖放流群

1987年11月初日に布良沖の「富出しjにおいて向上

の方法で標識放流を実施した。使用した標識は黄色の

アンカータグで，放流尾数は1，000尾，放流時尾叉長17

-28叩(平均21.1cm)であった。

3. 1990年勝浦沖放流群

1990年7月 1日一21日の問に，勝浦沖「キンメ場J

の岸側および大陸棚縁でキンメダイを釣獲し，船上で

タグガンにより背鰭付近の魚体背部へアンカーチュー

プ型標識を装着し，体長を測定した後直ちにその場へ

放流した。放流尾数は1，323尾，放流時尾叉長13-35

cm (平均24.9cm)であった。

再捕結果

各放流群の1995年 1月現在までの再捕結果を表2に

まとめて示した。

1. 1984年勝浦沖放流群

放流後6年間まったく再捕情報がなかったが， 7年

経過した1991年2月20日に放流場所である「キンメ場」

で1尾が再摘された。その後8年 6か月経過した1992

年 9月21日に静岡県の底立延縄船により紀南礁(30。

N， 136' E)で 1尾が，また， l詩9年が経過した1993

年 2月128には青ヶ島北部海域で1尾が再捕された。

前者は尾叉長40.7cm，体重1，3509 ，後者は尾叉長45

cm，体重1，6809であった。

2. 1987年布良沖放流群

放流後5年3か月経過した1993年2・月20日に沖合底

曳船により九十九里i中「ミゾ場」付近で 1尾が再捕さ

れた。尾叉長38cm，体重1，1809であった。

3. 1990年勝浦沖放流群

放流後4年 8か月が経過した1995年 1月までの再捕

報告総数は37尾となっている。放流から 1年以内では

放流地点より北上して「ミゾ場J周辺で沖合底曳網に

より再摘されたものが12尾，放流地点の「キンメ場J
周辺での立縄による再摘が6尾であった。放流1年後

から 2年目までの間では，それぞれ3尾ずつの言t6尾

であった。放流2年後から 3年目まででは5尾，放流

3年目から 4年目までの聞では 3尾， 4年目以降では

3尾の合計11尾が再捕された。放流2年目以降の再捕

場所は全て「キンメ場」であった。
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標識放流魚の再捕結果表2
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経過年数

19911 2/20 
19921 9/21 
19931 2/12 

一一位一比一
8
 

重

1，100 9 
1，350 
1，680 

体尾叉長

不明田

41 
45 

法

縄
縄

縄
延
延

立
立
立

底
底

i住再捕場所

キンメ場

紀南礁
青ヶ島

再捕年月日

② 1987年布良沖放流群

経過年数重体尾叉長法i魚再捕場所再捕年月日

38個 5年3か月1，180 9 沖合底曳ミゾ場19931 2/20 

③ 1990年勝浦沖放流群

経過日数

1990/11/12 
19911 1/15 

1/18 
1/22 
1/29 
1/29 
218 
2/11 
2/14 
2/22 
3/18 
3/18 
3/18 
3/19 

41 7 
51 8 
5/19 

6/19 

128 
192 
200 
205 
211 
206 
216 
225 
228 
230 
259 
254 
260 
261 
274 
311 
309 
347 

重

450 9 

412 
560 
340 
440 
478 
344 
373 
321 
438 
550 
419 
600 
340 
444 
391 
565 
620 

体尾叉長

26.0四

26.5 
29.5 
24.5 
25.0 
27.5 
26.0 
26.0 
26.0 
26.8 
29. 1 
27.4 
29.0 
24.5 
28.4 
25.7 
29.0 
32.0 

法

曳

曳

曳

曳

曳

曳

曳

曳

曳

曳

曳

曳

縄
底
縄
底
底
底
底
底
底
底
縄
底
底
底
欄
間
底
縄
縄

立
一
一
立
忠
一
一
尚
一
路
粕
立
柏
村
山
…
立
胎
立
立

漁再捕場所

場
場
場
場
場
場
場
場
場
場
場
場
場
場
場
場
場
場

/
メ
/
/
/
/
/
/
/
メ
ノ
ノ
ノ
メ
ノ
メ
メ

ン

γ
ン

γ
一

J

一
一
一
一
ン
一
一
一
ン
一
ン
ン

キ
ミ
キ
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
キ
ミ
ミ
ミ
キ
ミ
キ
キ

再捕年月日

472 
530 
558 
598 
588 
640 

4
ムハ
u
n
u
n
U
ハU
A
u

q
u
ハU
n
U
に
iu

ヮ，ハ
U

6
6
6
6
3
7
 

30.5 
31. 0 
31. 0 
32.5 
26.6 

曳

曳

曳

底
縄
底
純
底
帽
潤

い
目
立
特
立
一
特
立

ミゾ場
キンメ場
ミゾ場

キンメ場
ミゾ場

キンメ場

10/16 
12/19 

19921 1111 
2/20 
2/22 
4/27 

0
8
5
4
8
 

6
6
1
2
4
 

8
8
9
9
9
 

680 
700 
8日3
781 
751 

32.5 
32.0 

立 縄
立 縄
立縄
立 縄
立 総

場
場
場
場
場

メ
メ
メ
メ
メ

ン
ン
ン
ン
ン

キ
キ
キ
キ
キ

11/13 
11/21 

19931 1/14 
1/23 
21 3 

33.2 
31. 6 

1302 
1298 
1341 

4
6
0
 

1
5
0
 

6
7
5
 

30.0 
33.0 
32.0 

縄
開
相
続

立
立
立

場
場
場

メ
メ
メ

ン
ン
ン

キ
キ
キ

19941 1123 
21 1 
3/4 

1619 
1639 
1633 

∞∞問
。0
0
0

ヮ，

35.5 
40.0 
33.2 

縄
縄
縄

立
立
立

キンメ場
キンメ場
キンメ場

12/7 
12124 
12/26 

1642 
1667 

770 
700 

33.7 
42.0 

立 総
立 縄

キンメ場
キンメ場

19951 1/11 
1/24 



田中種雄・清水利!享・仲村文夫

8 

考察

既往の知見に今回得られた知見を加えて想定したキ

ンメダイの移動を模式的に図 3に示した。

まず過去の標識放流魚の再捕事例jから放流後 2~3

年間の移動について考祭する。相模灘周辺にはキンメ

ダイの漁場が多数点在している(図 2)が，それらの漁

場の一つで放流されたキンメダイは，特定の方向性を

持たずに移動している。つまり，東京湾口域の各漁場

開では， r富出しJ→「布良瀬j，r布良瀬j←→ ri中
のIlJj，ii申のIJIJ←→「かどi中j，rかど沖J→「富出

し」など，また，東京湾口域から移動経路l土明らかで

137 138 

図2 キンメダイのi相場位置

ないが， r矢筈出しj，rウドマ合せJなど伊豆東岸域

の漁場へと移動した例も報告されている。

伊東.半島東岸での放流事例jでは， r初島沖j，r伊豆

山下jからは大部分が東岸沿いを南下移動しているが，

中には相模湾を時計図りで東京湾口域の ri中の山」へ

移動したと推察される例も報告されているJ以上の

事例は，いずれも 2歳魚を主体とした標識放流による

結果であり，放流から 2~3年の問，年齢では 4~7

歳の問は伊豆東岸から三浦半島，房総半島南岸にかけ

ては200m等深線で地形的に速なった各漁場開をラン

ダムに移動している)ことを示唆している。そして，

今回新たに[富出しj→「ミゾ場J，rキンメ場J→

139 140 

(平成4年度資源管理型漁業推進総合対策事業報告書参照)



標識放流魚の再捕結果からみたキンメダイの移動

「ミゾ場j周辺への移動が確認されたことは，上述の

事柄を「伊豆東岸から房総半島東岸海域Jへとさらに

海域を広げて裏付ける結果となった。

次に，放流後数年以上経過したキンメダイの移動に

ついて考察する。図2に見られるように相模湾沿岸で

放流されたキンメダイのうち放流3年後に御蔵島南西

沖の「イナンバJ. 4年後に御前崎i中 7年後に八丈

島と青ヶ島の関. 13年後に御蔵島東方. 9 -17年後に

「青ヶ島」など，南方沖合へ大きく移動して再捕され

た例が報告されている。もちろん，全てのキンメダ

137 138 
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イがある年齢に達すると一斉に沖合へ向かつて移動を

開始するのではない。最長で放流から11年後にも放流

場所付近の沿岸域で再捕された事例もあり，また，沿

岸域の漁場のi鞄獲物年齢組成を見ても明らかなよう

に，沿岸域でも 8歳以後も留まるものがある。今回，

新たに勝浦沖の fキンメ場」から「青ヶ島」ゃ「紀南

礁Jへの移動が確認されたことは，上述したこれまで

の知見に沿うものであると同時に. Iキンメ場」の資

源も沖合海域に広く分布する資源とつながりのあるも

のであることを裏付ける結果となった。

139 

。
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図3 キンメダイの移動模式図

電~;放流後数年間の沿岸での移動

=二>;放流数年経過後の沖合域での移動
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以上のとおり，布良沖地、ら九十九里i中，勝浦i中から

南方沖合域へのキンメダイの移動かす産認されたことは，

房総半島，三浦半島周辺，伊Ii.半島東岸，御前崎沖，

伊豆諸島海域，沖合海域に広く分布するキンメダイは

伺ーの系群に属することを示すー根拠になると考えら

れる。

最近，鱗タンパク質の電気泳動分析による系群判別

を試み，日本近海のキンメダイは 2つのグループに分

けられるとした報告がある。今後，このような生化

学的な新手法による集団解析がますます盛んになり，

遺伝的な面からの解析が進んでゆくものと思われる。

要約

標識放流キンメダイにより，布良i中[富出しJから

九十九里i中「ミゾ場Jへの，また，勝i町中の「キンメ

場jから「ミゾ場jおよひ'南方沖合の「紀南礁」ゃ

「青ク烏jへの移動が確認された。このことは，房総

半島から伊豆半島沿岸域，伊豆諸島海域，沖合海域に

広く分布するキンメダイが同一系群に属することの一

つの裏付けになると考えられた。
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